
２０１７年度サマーキャンプ報告 青少年事業委員長　深 澤 勇 弘

今年は海だ！！とのふれこみで募集した
山崎年度のサマーキャンプ。
４４名の子供たちが参加してくれた。
　海あり、山がある熱海特有の自然を子
供たちに学んでもらおうとアカオビー
チリゾートでキャンプができないか、同

級生でもある（株）ソリク代表の八代氏に相談した。数
日後、電話があり「繁忙期でない７月中ならば受け入れ
ます」と返事をいただく。よくよく話を聞くとアカオホ
テルとしてもビーチリゾートのより一層の活用方法を
模索していたところに、このキャンプの話が舞い込ん
できたそうだ。
　１日目、心配していた天気も何とかもち、予定してい
たビーチコーミング、キャンプファイヤーを無事に出来
た。砂浜では、落ちている海草や貝殻、岩に付いてるフ
ジツボを、目を皿のようにして見ていた子供たちが印象
的だ。大きな岩の潮だまりを観察したときは、イソギン
チャクを初めて見る子供の多さに驚いた。
　２日目、東雲の空を見ながら海の状況を確認すると台
風５号の影響なのか、晴れているのに波が高い。しばら

くすると遊泳禁止の赤旗。砂浜に降りることが出来ない
くらいの波。だったので、ビーチコーミングを中止し平ら
な芝生で相撲合戦！柔道を習っている子の一人勝ちで幕
を閉じたが、お昼ご飯までの腹ごなしには申し分なし。
きゃっきゃっと遊ぶ子供たちを横目にメンバーはプール
サイドで生ビール。
　午後の山登りも目標を決め、登頂した喜びを感じた子供
たち。午後４時ジャストにすべての行程が無事終了した。
二人一組のバディ方式と無作為に選んだ４組のチーム分
けのお陰か、最後には学区の垣根を飛び越え、全員が仲良
しに。二日間で海と山を体験してもらい、委員長のもくろ
み通りのキャンプに仕上がった。
　キャンプ地が遠いと遠いで、または、近いと近いで、賛
否両論あるが、メンバーの参加者数は近年で一番多かっ
たと思う。旅行業法などの宿題も多々あるが、今後も反
省会などを通じてより良いサマーキャンプを模索してい
きたい、と思う今日この頃。
　最後に、協力いただいたメンバー、メネットの皆さん、
関係各位の方々に感謝申し上げます。本当にアリガトウ
ございました。

小林　由奈  (　第一小） ３ 年

楽しかったこと、 山登り。 やりたかっとこと、 プールで泳ぎたい。
感想、 よく勉強になった。

安斉　一貴  (　第二小） ３ 年

夜、 もっとあそびたかった。 すごく暑かった。 すごく山登りがたのし
かった。 もっとあそびたかったです。

沼田　穣  (　第一小） ３ 年

キャンプファイヤーで色々なことをして、 たのしかった。 山登りが
たいへんだったけど、 たのしかった。

沼田　佳史  (　第一小） ４ 年

ぼくは、 キャンプファイヤーが楽しかったです。
とり肉がキャンプファイヤーは、 どんなにするのかを、 ぼくは知った。

井出　若菜  (　第二小） ３ 年

感想 ： 歩くのは大変だったけど楽しかった。
楽しかった事 ： カレーに入れる具を決めるゲーム。
もっとやりたかった事 ： もう少し、 ねむりたかった。
思った事：自然の大切さ。 色々な事をした。 山を歩いて楽しかった。

鎌田　魁斗  (　第二小） ５ 年

キャンプは楽しかったです。 キャンプファイヤーでは、 火の神が
おもしろかったです。 来年は海で遊びたいです。

屋代　玲羽  (　第一小） ５ 年

私はキャンプで一番楽しみにしてのが、 ちょっと海に入るといっ
ていたから楽しみにしていました。 でも、海に入らなかったので、
ちょっとざんねんでした。 でもビーチコーミングで、 ウニを見
つけました。 楽しかったです。

中村　　圭吾  (　第二小） ４ 年

下山が楽しかった。 夜もっとあそびたかった。

髙橋　　結彩  (　第一小） ５ 年

初めて、 サマーキャンプに参加して、 いろいろな思い出、 けいけん
ができました。 カレーがうまくできました。 海のワイズかでいろ
いろなことを知りました。 テントを上手にはれました。

青木　　麗菜  (　多賀小） ４ 年

はじめてのキャンプです。 すごくいっぱい友達ができました。
また、 キャンプをやりたいです。

石村　　太一  (　第二小） ３ 年

こんなことが楽しかったです。 キャンプファイヤーが楽しかったで
す。

公文　　清太  (　桃山小） ３ 年

ぼくは、 サマーキャンプをはじめてやったから、 すごく楽しかっ
たです。 コーヒーカレーがうまかったです。 キャンプもすごくた
のしかったです。 体験をして友だちもできました。 また来年も
やりたいです。

高井　　雅也  (　第一小） ３ 年

山を登るのがつらかった。 キャンプファイヤーがあつかった。
よくねむれなかった。

髙石　　真央  (　第一小） ５ 年

初めてでした。 きっかけはお母さんにすすめられてです。
私は遊びの時間でおにごっこをしたかったです。 登山は、 とて
もたいへんだったけれども、 ぼうけんをする気分でたのしかっ
たです。 カレーもうまくいき、 よかったです。

第２７回アジア太平洋地域大会に参加して 東日本区理事　栗 本 治 郎

　南太平洋地域が加わり初めてのアジア
太平洋地域大会が、７月２１日～２３日に、
タイのチェンマイで開催されました。東日
本区から４７名、西日本区から２３名が参加
し約３００名の参加者でした。
　熱海クラブからは、栗本、大川、札埜、緒

方、深沢、栗本メネットの６名が参加し、沼津クラブから
渡邉実帆さんが参加しました。
　大会前日の２０日に開催されるチャリティーモスキート
ゴルフ大会に参加の為、１９日の夜にチェンマイに入りまし
た。熱海の精鋭４名と数日前にギックリ腰やったばかりの
沼津の誇る実帆プロが挑戦しましたが、各国のワイズゴル
ファーはレベルが高く、成績は・・・・でした。
　２１日の午前中に、アジア太平洋地域議会が開催され、
前回の議事録、決算、予算、各種報告が審議され、また、東
日本区のホストで２０１９年に第２８回アジア太平洋地域大
会を仙台で開催することが承認されました。日程は、２０１
９年７月２１日～２１日の予定です。
　大会は、２１日午後１時３０分頃から、各区のリジョン旗
パレードで始まりました。私もリジョン旗を掲げパレード
に参加しました。基調講演はタイの教育副大臣による、昨
年逝去されたブルボン国王を偲ぶ話で、国民に愛されて
いた様子がうかがえました。

　ＩＰＡＰ主催の晩餐会での各区の出し物では、熱海クラブ
の法被を持参し、渡邉実帆さんリードによる「ＳＵＫＩＹＡＫ
Ｉ」と「幸せなら  手をたたこう」を披露しましたところ大
変盛り上がりました。西日本区の出し物の「炭坑節」には、
各国メンバーも加わりこれまた大変な盛り上がりでした。
　２日目の午前中は５つの分科会が開催され、私はＣＳに
ついての分科会に参加しました。利根川直前理事や岩本
西日本区直前理事の他多くの発表が有りましたが、結論
的にはＣＳによる知名度アップこそＥＭＣに繋がるという
内容でした。改めてＣＳ活動の大切さを確認いたしました。
午後のエクスカーションでは、タイの民族衣装の体験や
タイ料理作りを体験しました。ＡＰ主催の晩餐会には、
AYC（アジア太平洋地域ユースコンボケーション）に参
加の３６名の若者たちも参加し、いっそう賑やかな宴とな
りました。
　３日目は、AYC の活動報告、２０１８年の国際大会（麗
水）のＰＲにつづき、２０１９年第２８回アジア太平洋地域
大会（仙台）のＰＲを行い、１２時に閉会となりました。
ＡＰのタンミンシャオさん、実行委員長のパットさんの
モテナシの気持ちのこもった大会でした。１９時の飛行
機まで、寺院の見学やタイ式マッサージを堪能して帰
国の途に就きました。同行頂きました皆様には心より
感謝申し上げます。


